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第３章　地区社会福祉協議会の概要と取り組み

地区社会福祉協議会の概要と取り組み｜第3章

面　積 9.83k㎡

人　口 29,593人

世帯数

（1世帯当たりの人口）
12,572世帯（2.4人）

高齢者数（高齢化率） 5,225人（17.7％）

民生委員・児童委員

（主任児童委員）
39人（2人）

町内会・自治会・

区長会等
12 ヶ所

松山市の東部方面に位置する久米地区は国道11号の整備により、交通の便がよくなり人口が急増している。現

在では、松山市内第三位の人口を有しており、松山市のベットタウンとしての性格が一層濃くなってきた。ま

た、地下にボーリングを打ち込み温泉の開発に成功して、東道後温泉郷としても知られている。そういった中

で、各種団体と協力し合って様々な事業を行い、生涯学習に力をいれてきた。活動も俳句・囲碁・ジャズ体操

など多岐に渡っている。芸能活動もさかんで、毎年秋にはチャリティー芸能祭と称し、尺八・民謡・大正琴な

どの演奏が行われている。

地区の概要

主な活動拠点 久米公民館

構成メンバー
会長（１名）、副会長（3名）、事務局長（１名）、会計（1名）、理事（20名）、

評議員（51名）、監事（２名）、援護部長（１名）、啓発調査部長（１名）

理事会等の開催 理事会（年1回）、評議員会（年1回）、総会（年１回）

構成関係団体

民児協、町内会、公民館、広報委員会、防犯協会、高齢クラブ連合会、小学校、

身体障害者協会支部、自治会、中学校、PTA、消防分団、母子福祉会、

婦人団体連絡協議会、交番、交通安全協会

主な自主事業

ふれあい・いきいきサロン事業、福祉学習事業、福祉だより作成、

福祉教育実践研究委嘱事業、独居ふれあいお食事会、独居高齢者訪問（お茶配布）、

高齢者ひろばの集い、一円募金、下校時見守り、標語・ポスター募集展示、

県外研修　ほか

サロン数 ふれあい・いきいきサロン　6ヶ所

地域福祉活動計画の

策定状況
平成25年度までに策定予定

地区社協の概要
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